
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  高齢者・子ども・若い世代・外国の
人など様々な人や団体が、互いに理
解し合い、常に交流し合えるような
地域を作っていく必要がある。 

コミュニティ活性化のために何が有
効？  

①高齢者のみや、子どものみで集まるの 
ではなく、高齢者と子どもが一緒になっ 
て、何か（イベントなど）を開催する。 

 
②学校と連携し、様々な世代が交流でき 

る場所を作る。 
 
③特に若い人が自然と集えるようなイベ 

ントの実施や居場所づくりが有効。 

武里南（団地）地区の活性化に向けて 

そのために自分たち（地域）でできることは？  
①焦点（ベクトル）を絞って 事業展開をしていく。 
 
②異年齢・多文化がふれあえるようなイベント（外国 

の料理を作ってみんなで食べよう！など）の開催。 
 
③地域の子どもが、イベントなどにボランティアとして 

積極的に参加できるような雰囲気をつくり、その機 
会を提供する。 

 
④地域の情報を市民センターに提供し、発信する。 

より良い地域のためには何が必
要？ 

 
①まずは家の外に出ることが何よりも 

大切なので、高齢者の居場所づく 
りも進めていく。 

 
②この武里南（団地）地区は、こんな 

にも面白い地域なんだ！というのを 
地域の人により知ってもらう。 

 
③外国の方と地域が積極的に交流 

「魅力」は何ですか？ 
 

①緑が多く、安心して暮らせる。 
  
②多彩なイベントが多く実施されている。 
 
③学校と地域との距離が近く、協力連携が 

図られている。 
 
④団地という性質上、地域内ですべてのこ 

とがほぼ完結する。（出張所・公民館・図 
書館・学校・病院・スーパーなどがある） 

武里南（団地）地区は どんなところ？ 

「課題」は何ですか？  
①地域参加へのきっかけは多くあると思うが、若い 

人をはじめとして、これまで参加していない人 
が、最初の一歩を踏み出すための仕掛けが用 
意されていない。 

 
②施設・公園などのハード面を最大限に活かせて 

いない。 
 
③地域内ですべてのことが完結することを逆に捉 

えると、コミュニティを外へ広げにくい現状がある。 

以前と比べて良くなったことは？  
①ＵＲコミュニティとともに、イベントを中 

心として、様々な活動ができるように 
なった。 

 
②武里団地支部社会福祉協議会や自 

治会協議会の活動（ふれあい喫茶な 
ど）を中心に、市との共催事業（そら 
まめ体操）など、地域参加の活動が 
より活発になった。 

住民全員が地域のことに関心を持ち、より豊かに暮らすことができるよう、市民センター
とそれに携わる地域の人・団体が中心となり、若い人をはじめとする“これまで地域に参
加していなかった人”を巻き込みながら、自然と集える居場所をつくるとともに、気軽に
参加できるイベントを数多く開催する。また、その活動を積極的に地域にＰＲしていく。 



 

 

                       

 

 

 

 

資料４ 市民センターのあり方など気づいた点  
 地域のまちづくりの拠点としての機能                                           
・地域づくり推進会議の委員に、UR 職員に入ってもらうことはできないか。 
・近隣の病院やスーパーとの連携を強化し、特に災害時などに受け入れてもらえない 
ことがないようにしてほしい。 

・地域の人に加え、学校関係者などが一堂に会し交流できるのは大変有意義である。 
 

 防災・防犯の拠点としての機能                                                
・各地区（東・西・南・北・５街区）で防災訓練を実施しているが、市民センターを中心に 
合同で実施できないか。 

 
 こどもの居場所づくりとしての機能                                             
・子どもの遊び場には、遊べる玩具などが設置されていない。 
 

 各種証明書発行の機能                                                      
・１０円で交付されるので経済的に助かる。 
 

 その他                                                                      
・市民センターを、月曜日に開館してほしい。 
 

とのご意見をいただきました。 

防災をかんがえる 〜大切なものを守るためにできること〜 
 
地域づくり推進会議委員の皆様をはじめ、武里団地自治会協議会・５街区町会・ＵＲコミュ 
ニティ・第６地域包括支援センター・武里図書館などの地域の皆様と一般参加者により、 
防災に関する講義と、避難所開設訓練を、危機管理防災課の職員を講師に招き、以下の 

とおり実施しました。 
 

令和６年 12 月 18 日（水） 
＊ ハザードマップから見る武里南（団地）地区の状況 
＊ 国や市の防災対策の取組み 
＊ 能登半島地震の現状 など 

 
令和７年１月１７日（金） 
＊ 避難者スペースの確保 
＊ 避難者の受付方法の確認 
＊ 段ボールベッドや仮設トイレ、 

居住エリアの設営 など 
 
 
このような防災に関する事業については、委員より「市民センターを中心に合同で実施し
たい」との意見もあることから、次年度以降も継続的に実施していく必要がある。 

【会議開催状況等】 

８月９日（金） 令和６年度第１回会議 

・市民センターの概要（報告） 

・武里大枝市民センター地域づくり推進会議の概要（報告） 

・会長及び副会長の選出 

・今後のスケジュール及び会議の進め方 

・武里南地区の魅力と課題（意見交換） 

８月２４日（土） 意見提出締め切り 

１０月２２日（金）  令和６年度第２回会議 

・武里大枝市民センターのあり方 

・武里南地区の魅力と課題について（意見交換・まとめ） 

・防災、防犯のための拠点としての取り組み 

令和７年１月２９日（水） 

武里大枝市民センター地域づくり推進会議 


